
　近年、鳥インフルエンザの人への感染が東南アジア
を中心に続いており、死者も出ています。このことか
ら、鳥インフルエンザウイルスが変異し、人から人に
感染する「新型インフルエンザ」が発生するのではな
いかと心配されています。
　いざというときのために、今、私たちにできること
は、新型インフルエンザが発生しても冷静な判断・行
動ができるように正しい知識を持つこと。そして、十
分な備えをしておくことです。
　今回は、新型インフルエンザの予防策や、発生した
ときの対応などについて紹介します。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
こ
れ

ま
で
に
人
が
感
染
し
た
こ
と
の
な
い
、

新
し
い
タ
イ
プ（
型
）の
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
感
染
症
で
す
。
20
世
紀
に
10
年

か
ら
40
年
の
周
期
で
３
度
発
生
し
、

世
界
中
で
多
く
の
死
者
を
出
し
ま
し

た（
左
表
参
照
）。
人
は
、
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
免

疫（
抵
抗
力
）を
持
っ
て
い
な
い
た
め
、

発
生
す
る
と
大
流
行
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

　

近
年
、
毒
性
の
強
い
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス（
Ｈ
５
Ｎ
１
型
）の

人
へ
の
感
染
が
、
東
南
ア
ジ
ア
を
中

心
に
世
界
15
カ
国
に
拡
大
し
て
お
り
、

２
月
12
日
現
在
、４
０
７
人
が
感
染
、

そ
の
う
ち
２
５
４
人
が
死
亡
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
Ｈ
５
Ｎ
１
型
の

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
容

易
に
人
に
感
染
す
る
タ
イ
プ
に
変
わ

り
、
人
か
ら
人
に
感
染
す
る
「
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
が
発
生
し
、
世

界
的
に
大
流
行
す
る
の
で
は
な
い
か

と
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

飛
行
機
な
ど
の
交
通
機
関
が
発
達

し
た
現
代
で
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
発
生
す
る
と
、
わ
ず
か
１
週

間
程
度
で
世
界
中
に
広
が
り
、
多
く

の
人
が
感
染
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

国
の
推
計
で
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
と
国
民
の
約
４

人
に
１
人
が
感
染
す
る
と
さ
れ
て
お

り
、
本
市
で
は
、
市
内
で
発
生
し
て

か
ら
約
８
週
間
で
約
２
万
３
、７
０

０
人
が
感
染
す
る
と
想
定
さ
れ
ま

す
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
す

る
と
、
毎
年
冬
に
流
行
す
る
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
主
な
症
状
で
あ
る
発
熱

や
、
せ
き
な
ど
の
呼
吸
器
の
症
状
、

関
節
痛
な
ど
が
重
症
化
す
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
重
症
化
し

た
場
合
は
、
呼
吸
困
難
や
脳
炎
な
ど

を
併
発
し
、
死
亡
す
る
可
能
性
が
高

く
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
・
流
行

す
る
と
、
仕
事
を
休
む
人
が
増
え
、

物
流
が
止
ま
る
な
ど
社
会
機
能
が
停

滞
し
、
私
た
ち
の
生
活
に
大
き
な
混

乱
が
生
じ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
や
県
で
は
、
国
内
で
の
流
行
を

防
ぐ
た
め
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対
策
行
動
計
画
や
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
し
て
い
ま
す
（
国
・
県
の
主

な
対
策
に
つ
い
て
は
下
表
参
照
）。

　

市
で
は
、
市
内
で
の
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
対
策
を
検
討
す
る
に
あ
た

り
、
基
本
的
な
方
針
や
市
の
体
制
な

ど
を
ま
と
め
た
「
天
草
市
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
行
動
計
画
」
を
今

年
２
月
に
策
定
し
ま
し
た
。今
後
は
、

こ
の
行
動
計
画
に
基
づ
き
、
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
た
と
き
の

具
体
的
な
対
応
策
な
ど
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
は
、

日
ご
ろ
か
ら
の
予
防
と
備
え
が
大
切

で
す
。

　

通
常
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
感

染
し
た
人
の
せ
き
や
く
し
ゃ
み
、
つ

ば
な
ど
と
い
っ
し
ょ
に
出
さ
れ
る
ウ

イ
ル
ス
を
吸
い
込
ん
だ
り
、
ウ
イ
ル

ス
が
付
着
し
た
も
の
を
触
っ
た
手
で
、

口
や
目
の
粘
膜
を
触
れ
た
り
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
感
染
し
ま
す
。こ
れ
は
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
同
じ
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を

習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

•
外
出
後
の
手
洗
い
、
う
が
い
を
徹

底
す
る
。

•
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
と

る
。

新型インフルエンザに対する国・県の主な対策新型インフルエンザに対する国・県の主な対策新型インフルエンザに対する国・県の主な対策
段　階

※フェーズとは、新型インフルエンザの発生状況の段階を表すもので、世界共通で使われます。
※フェーズ２～６は、国内での新型インフルエンザウイルスの非発生・発生により、さらにＡ・Ｂに分類されています。

状　　況 主な対策

フェーズ１
フェーズ２

フェーズ４

フェーズ３

フェーズ５

フェーズ６

新型インフルエンザウイルスは出現して
いないが、鳥インフルエンザウイルスが
確認されている。

●動物監視・病原体の調査●各種ガイド
ラインの作成●流行地への渡航者に対す
る注意喚起●情報収集・発信

新型インフルエンザが大流行している。

新型インフルエンザウイルスの感染が、
比較的大きな集団で発生している。

新型インフルエンザウイルスの出現が確
認されているが、感染の広がりは小さい。

●大規模な集会や、不特定多数が集まる
活動の自粛要請●すべての医療機関によ
る診断・治療の実施など

●ワクチンの開発・製造●監視体制の強
化●患者への入院措置など流行防止措置
の実施など

新型インフルエンザウイルスは出現して
いないが、鳥インフルエンザウイルスが
まれに人に感染している。

●国内で飼育されている鶏での発生防止
対策を徹底●行動計画の策定●タミフル
の備蓄●フェーズごとの医療体制の検討

□20世紀に流行した新型インフルエンザと死者数（推定）

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

　
　
　

発
生
・
流
行
す
る
と

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

　
　
　

発
生
・
流
行
す
る
と

国
・
県
・
市
の

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

国
・
県
・
市
の

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

日
ご
ろ
か
ら
の

　
　

予
防
と
備
え
を
十
分
に

日
ご
ろ
か
ら
の

　
　

予
防
と
備
え
を
十
分
に

今
か
ら
で
き
る
予
防
策

1918年

1957年

1968年

スペインかぜ

アジアかぜ

香港かぜ

2,000万～4,000万人
（39万6,000人）

200万人以上
（１万人）

100万人以上
（1,200人）

発生年 名　称 死者数

※（　）内は日本国内での死者数。

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

現在の段階（ただし、国内では人に感染していない）

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は

型新
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